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ポケットに手を入れて走ってし
まったために転んでしまったテ
ンちゃんは大事な鼻を折ってし
まいました。
天狗のテンちゃんにとっては自
慢の鼻だったので、このままで
は外に出ることもできないと、
テンちゃんは悩んでいました 。



親友のブタちゃんが学校に行こ
うよと、毎日むかえに来てくれ
るのですが、テンちゃんはお休
みをしていました。
ブタちゃんは心配をしながらも
鼻を治すことは誰にもできない
のでどうしたらいいのだろうと
なやんでいました 。



そんな時、図書館で本を読んで
いたブタちゃんはすごいことが
書いてある本を見つけ、興奮し
てしまいました。
天狗の世界では、小さい頃は鼻
は人間ぐらいの大きさなのです
が良いことをするたびに少しず
つ大きく立派な鼻になっていく
のだという伝説が書いてあった
のです。



ブタちゃんはすぐにテンちゃん
の家に行きました。そして家の
中で元気をなくして寝こんでい
るテンちゃんに、あの本の話を
早速聞かせてあげました 
「テンちゃん天狗は良いことを
するたびに鼻が大きくなるとい
うことだよ。それならば折れて
しまった鼻は、良いことをする
たびに大きくなっていくんじゃ
ないかな。ためしてみようよ。
ここで寝ていてもしょうがない
よ。とにかく良いことをしてみ
よう 。」



町に出てみましたが、いざ良い
ことをしようと思っても何をす
ればいいのか、ふたりはなやん
でしまいました。
ちょうどハンバーガーショップ
の前を通りかかった時です。た
くさんの荷物を持ったおじさん
がハンバーガーとコーヒーをト
レイにのせて歩いているのを見
つけました 。
あの人を助けてあげよう。



ブタちゃんとテンちゃんは、そ
の人の近くに行き、ハンバー
ガーのトレイを無理やりにをと
ろうとしました。
何も知らないお客さんはあわて
てしまい「何をするんです
か！！」とおこり出してしまい
ました。トレイはハンバーガー
をのせたまま、ひっくり返って
しまいました。
おじさん、ごめんなさい。
結局、人にめいわくをかけてし
まいました。良いことどころか、
悪いことをしてしまったのです。



2人はまた町を歩いて行きまし
た。
小さな女の子が一人で公園のト
イレの前でポツンと立っていま
いた。困っているように見えま
す。
二人はまいごにちがいないと、
女の子に近づいていきました。
「お母さんとはぐれたんで
しょ？ぼくたちが探してあげる
よ。」と、女の子の腕をとり
引っ張って行こうとした時です。
大きな声が叫び声がしてきまし
た。



「あなたたち うちの子に何を
するの！」
お母さんは公園のトイレに入り、
女の子は外で待っていただけ
だったのです。
ごめんなさい 。



「だめだ。良いことをしようと
するとうまくいかない。もう鼻
はなおらないんだ。」
二人はかたを落とし、トボトボ
とブタちゃんの住むファミリー
ランドに帰ってきました。
ここはブタちゃんやその家族、
そして親せきがみんなで仲良く
くらしている小さな村です。
夜ごはんの時間が近づき、おい
しいにおいがしているのではな
いかと鼻をクンクンさせたブタ
ちゃんが、いつもとちがうにお
いがしていることに気が付きま
した。「あれっ？ごはんのにお
いじゃない！」 



「何かがこげているにおいがす
る！」
ブタちゃんがあたりを見渡すと、
ファミリーランドの裏にある大
きな山から赤い炎がちらちらと
見えるのです。これは大変です。
山火事です。
みるみるうちにその炎が大きく
なってきました。
「大変だ！」



ブタちゃんは、大声で叫びまし
た。「みんな火事だよ。逃げな
いと大変だ。」 

テンちゃんも叫びました。「火
事だ、火事だ、大変だ。」 

あわてたファミリーランドのブ
タちゃんたちがひなんを開始し
ました。家には大事なものを置
いたままです。 

「早く逃げて、命の方が大事だ
よ。」ブタちゃんが叫びました。



ところが山火事はどんどん大き
くなっていきます。
このままではブタちゃんたちの
家だけではなく、近くの村まで
が燃えてしまうかもしれません。

「ぼくが行くよ！
それーっ！！」

テンちゃんの大きな声が聞こえ
ました。 



テンちゃんが大きなつばさを広
げ、空高くまい上がりました。
手に大きなうちわをもって風を
ふかせ始めました。



「こう見えても、ぼくは天狗だ
ぞ。天狗は風をあやつり、嵐を
引き起こすことだってできるん
だぞ！」
「そーれ！風よ起これ、嵐よ起
これ！そして大雨よ、あの炎を
消しさるのだ。」 



信じられないような光景が広
がりました。テンちゃんのか
け声とともに、雲がうずを巻
き始め、嵐が起きたのです。
山火事の真上からたくさんの
雨が降り注いでいきました。
ブタちゃんたちもずぶぬれに
なってテンちゃんのことを見
上げています。



「テンちゃん、頑張って！もう
少しだ！」 

嵐は一時間ほど続きました。
そして、雨がやんだ時、山火事
は消えていました。
山は燃えましたが、ブタちゃん
たちの家も、他の家もみんな守
られました。



雨がやんだファミリーランドの
広場の真ん中に、ぐったりとし
たテンちゃんがたおれていまし
た。 

ブタちゃんがかけ寄りました。 



「テンちゃん、大丈夫？」  

ブタちゃんの声が何度も何度も
くり返されました。

そして、ようやくテンちゃんが
目をあけました。

「ブタちゃん・・・・
みんな ぶじなの？」

「うん、テンちゃんのおかげで
みんな無事だったんだ。
火事も消えたんだよ。」 



村長さんがテンちゃんの顔をラ
イトで照らしました。

しずかに笑いながらうなずくテ
ンちゃんの顔がみえました。
そして、長い長い鼻もライトに
照らされていました。 
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